
護衛艦　「いずも」を見学
「
い
ず
も
」
を
見
て
、
見
学
者
た
ち
は
そ
の
大

を
支
援
し
た
。

宮
ノ
下
老
人
ク
ラ
ブ
（
２
３
名
）
の
艦
艇
見
学

き
さ
に
仰
天
。
そ
の
様
子
の
ま
ま
、
艦
内
で
は

広
報
担
当
者
の
説
明
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

程
で
あ
っ
た
た
め
、
偶
然
に
も
満
艦
飾
の
準
備

予
行
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
見
学
者
は
喜
び
を

横
須
賀
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
積
極

的
に
部
隊
見
学
を
支
援
し
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
自
衛
官
の
任
務
に
つ
い
て
啓
蒙
し
て
い
き
た

（
所
長　

大
里
３
海
佐
）
は
、
５
月
１
日
（
金
）、

横
須
賀
地
方
総
監
部
逸
見
岸
壁
に
係
留
中
の

い
た
。
ま
た
、
見
学
当
日
は
祝
日
を
控
え
た
日

隠
せ
な
か
っ
た
。

い
」
と
し
て
い
る
。

東海大学学生に自衛隊を紹介

護衛艦「いずも」の見学

満艦飾

講
話
で
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保

日
（
水
）、
東
海
大
学
政
治
経
済
学
部
政

所
（
所
長　

平
１
陸
尉
）
は
、
６
月
１
０

障
環
境
や
国
際
貢
献
活
動
の
状
況
、
自
衛

況
、
更
に
、
自
衛
隊
の
日
常
生
活
の
様
子

説
明
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
自
衛

隊
に
は
多
種
多
様
な
職
種
が
あ
り
、
ニ
ュ

有
意
義
で
あ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
近
い
将
来
、

い
る
。

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
し
て

な
ど
を
写
真
を
使
っ
て
、
分
か
り
や
す
く

こ
の
中
か
ら
一
人
で
も
自
衛
官
を
志
願
し

隊
第
２
術
科
学
校
及
び
第
２
潜
水
隊
群
で
行
わ
れ
た
、

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須
賀
地
域
事
務
所

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所
長

平
１
陸
尉
）
は
、
６
月
１
２
日
（
金
）、
海
上
自
衛

員
等
（
１
５
名
）
の
基
地
見
学
を
支
援
し
た
。

第
二
術
科
学
校
で
は
、
資
料
館
の
見
学
を
行
い
、

旧
軍
か
ら
の
貴
重
な
資
料
を
見
な
が
ら
丁
寧
な
説
明

前
に
お
い
て
記
念
撮
影
を
行
い
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
「
横
須
賀
海
軍
カ
レ
ー
」
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

午
後
は
、
第
２
潜
水
隊
群
に
移
動
し
、
潜
水
艦
の

研
修
を
行
っ
た
が
、
と
て
も
狭
隘
な
環
境
の
中
で
長

の
言
葉
を
か
け
て
い
た
。
最
後
に
、
潜
水
艦
を
バ
ッ

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
学
校
庁
舎

期
の
任
務
を
遂
行
す
る
隊
員
に
、
参
加
者
は
、
激
励

入
隊
希
望
者
（
６
名
）
及
び
平
塚
自
衛
官
募
集
相
談

ク
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
基
地
を
後
に
し
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
で

し
、
募
集
広
報
及
び
防

た
い
」
と
し
て
い
る
。

入隊希望者が募集相談員と海上自衛隊見学

第２術科学校前で記念撮影

潜水艦の前で記念撮影 資料館見学の様子

治
学
科
の
３
年
生
１
４
名
に
対
し
、「
自

衛
隊
の
概
要
」
と
題
し
、
講
話
を
行
っ
た
。

隊
の
編
成
・
任
務
及
び
国
内
で
の
活
動
状

ー
ス
や
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
か
ら
は
得
ら
れ

な
い
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

れ
た
。

は
「
今
後
も
、
こ
の
よ

う
な
部
隊
見
学
を
支
援

衛
基
盤
の
拡
充
に
努
め


